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 神宮寺小学校にはビオトープがあることをご存知ですか。子どもたちの人気の遊び場で，

休み時間によく訪れて周りを走ったり，のんびりしたり，のぞき込んだりしています。 
 ビオトープ（Biotope）とは，Bio（生き物）と Top（場所）の合成語で『生きもののすむ

場所』を意味します。生き物が生まれ育つ環境を再現することで，子どもたちが自然とふ

れあい，豊かな感性を培い，季節の変化や生き物の生態に目を向け，人と生き物が共生す

る環境を考えることができるようにするのが目的です。簡単に言うと，『ミニ大浦沼』を学

校に作ってみました，ということです。 

  
 四季折々，いろいろな生き物が見られます。今の季節はヤゴやオタマジャクシ，ミズス

マシにマツモムシ。カモも遊びに来ます。もっと暑くなるとトンボも頻繁に訪れるように

なります。水辺の生き物や，その命のつながりの観察にもってこいの『ミニ大浦沼』。是非，

お立ち寄りくださいね。 

～ ビオトープ大好き ～ 

ヤゴのからを発見 マツモムシ


